
（別紙３）

～ 令和8年　1月　15日

（対象者数） 7 （回答者数） 6

～ 令和8年　1月　15日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
レッスンの質を上げより価値のあるレッスンとなれるよう

邁進してまいります。

2
集団のレッスンも取り入れ、多面的に支援を行えるよう

対応していきます。

3 受け入れ人数の増加を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 人員の確保に尽力する。

2

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス南船橋教室(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
令和7年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

令和7年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　2月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

受け入れ人数 現在の人員で受け入れられる人数に限りがある為

プログラムの量
一回のレッスンに対して使用する教材の量や

プログラムの量が多い

個別レッスン
個別での対応が主になっている為、

集団では得られない1対1での代わりの深さ

多機能型事業所 未就学児から就学後まで通した支援を行うことが可能

事業所における自己評価総括表公表


